
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知念っ子 
校長だより 第２０号 

南城市立知念小学校  

校長 金城奈津子 

令和 5年７月１３日（木） 

 

平和集会に参加して№１（2年～４年感想） 

ぼくはつるちゃんみたいに、かぞ

くをなくしたくないです。あと、けん

かしてもすぐ、なかなおりしたいで

す。（2 年） 

 

つるちゃんの絵本を見て、わたし

は、せんそうをやめてへいわをい

のろうとおもいました。それから、友

だちとたすけ合い友だちとなかよ

く、けんかをしないで生きていこう

とおもいました。 

（2 年） 

 

つるちゃんの本を見て、せんそう

はやっちゃいけないと思いました。

つるちゃんのねーねがしんでかな

しかったです。わたしは、まず、けん

かをしないで、みんなにやさしくし

たいです。大人になってもかぞくに

ももっとやさしく、明るい大人にな

りたいです。（2 年） 

 
きょうのつるちゃんの話を聞い

て、せんそうはやっぱりこわいと思

いました。今わたしにできること、友

だちとなかよくすること、まわりの

人やじぶんやかぞくをたいせつに

すること。これをして大人になっ

て、せんそうをおこさないようにし

たいです。（2 年） 

 

 つるちゃんのはなしをきいて、も

っとせんそうはこわいとわかりまし

た。ほんとうにやったら、こわい、か

なしいおもいをしちゃうってわかっ

てこわかったです。せんそうをした

ひとたちはかわいそうです。これか

らのじぶんはせんそうをしないよう

にしたいです。（2 年） 

 

 わたしはつるちゃの話をきいて、

つるちゃんは南のほうへいったから

かわいそうでした。つるちゃんたち

のおかあさんたちがいなくなって、

つるちゃんが 1人になったことがか

なしそうでした。（2 年） 

今日つるちゃんの本を読んでわ

かったことは、今のあたりまえの生

活ができなくなるということです。

かぞくなど友だちの目の前でしん

でほしくないと思っています。なの

で、平和がつづいてほしいので、仲

まなどを助け合ったりして平和をの

ばしていきたいです。なぜかという

と、このあたりまえの生活、ふざけ

あったり、学校にいけなくなるから、

気持ちのいい世界にしていきたい

です。（３年） 

 つるちゃんはその時せんそうに

あってこわかったて、言ってました。

父はばくだんにあたってしんでしま

って、おばあさんはけがをしてしん

でしまった。だから、せんそうって言

葉はきえ、平和な世界を作っていき

たいと思ってがんばっていきたい

です。そして、これからも家ぞくを

大せつにしていき、友だちとかを大

せつに守っていきたいとおもいま

す。さい後にせんそうって言葉はぜ

ったいにきえてほしいです。 

（３年） 

 今日、平和しゅう会で思ったこと

は、せんそうはおそろしくてこわい

と思いました。つるちゃんもがんば

ってもっとなきたい気持ちもがまん

していたんだろうなぁと思って、な

いてしまいました。げっとうの花も

歌えました。今日の平和しゅう会は

平和の気持ちがたくさんありまし

た。平和せんげんもちゃんと言えま

した。平和をまもろうとおもいまし

た。（３年） 

 今日わかったことは、せんそうで

人がなくなったりして、せんそうは

おそろしいし、おねえちゃんやおに

いちゃんがなくなったり、たいへん

だと思いました。（３年） 

 これからは、平わなせかいになっ

てほしいです。けんかしてもすぐに

なかなおりをして、平わって、すて

きなんだなーと思います。ずーっと

平わなせかいになってほしいです。

（３年） 

 つるちゃんが大切な人とかいろ

いろなくなって、とても辛かったと

思いました。ぼくのひいおばあさん

は体験したことがあるので、ぼくだ

ったらこわかったと思っていたはず

です。戦そうはとてもこわいので、

ずっと平和でやさしい生活にした

いと思います。人は大切なので助

け合ったら必ずいいことがおこる

のです。（４年） 

 つるちゃんの話を聞いて感じた

ことは、とつぜんばくだんが落ちて

きたり、目の前で家族や大切な人

がなくなったりしていて、あらため

てせんそうはこわいなと思いまし

た。かくれる場所をさがしまわって、

ずっとあるいていたりして、せんそ

うのつらさがよく分かりました。1 年

生の平和宣言で思ったことは、家族

や友達を思いやったり、仲よくして

いくのは大事だと思いました。校長

先生の話を聞いて、今まで当たり前

だったことが当たり前じゃなくなる

ことは、つらくてかなしいことなん

だと思いました。（４年） 

 わたしは平和があたりまえだと

思っていたが、そうでないことに今

日、気づきました。わたしにできるこ

とは、けんかをしないことや相手を

思いやることだと思います。戦争に

ついても、もっと知しきをひろげて

いきたいです。（４年） 

 平和集会でせんそうは人のいの

ちをなくすということを知り、おそ

ろしいことだと思いました。だから、

ぼうげんやケンカはしません。 

（４年） 

 今日みんなの宣言を聞いて、戦

そうが起きないように私にできる

ことは、いじめをしない、考えて行

動し、友達と協力して助け合い、平

和にして行けたらいいと思います。

ちょっとのケンカでも戦そうにちか

づくので、私はケンカ、いじめ人が

いやがることをかぎりなくなくして

いきます。（４年） 
裏面にもあります。 



 

平和集会に参加して№２（５年～６年感想） 

 戦そうは心がくずれるというこ

とがつるちゃんの本をみてわかり

ました。今日平和せんげんをしてわ

かったことは、戦そうは 1 人にもな

るし、食べ物がなくなるということ

がわかりました。（５年） 

 今自分に出来ることを考えて、戦

争がおこらないように、たたいた

り、もんくを言うのをやめて、毎日

毎日が平和に過ごせるようにした

いと思いました。戦争はおそろしい

事だから体験したくないと思いまし

た。（５年） 

 平和集会のつるちゃんの話を聞

いて、これが実際にあったと考える

とこわくなります。ぼくだったらな

にもできないと思います。みんなで

考えた平和宣言をちょっとでもでき

るように少しずつがんばりたいで

す。戦争は体験していないけど、体

験した人たちから聞いて下の世代

の人たちに伝えていきたいです。戦

争は家族や命を失い、みんなが笑

顔をなくします。（５年） 

 本当に戦争はだめだなと思いま

した。つるちゃんが片目を閉じてい

るのは、こわくて見れなかったから

だそうです。つるちゃんが一人にな

った時、とても悲しい気持ちが伝わ

ってきました。６月２３日はとても大

切だと思いました。つるちゃんの本

を読んでもっと戦争のことを知りた

いと思いました。 

（５年） 

 戦争は人が死んで人の命がなく

なって、ほかのひとが悲しむから戦

争はしてはいけない。戦争がなぜ

ダメなのかを考えて、平和の世界

で生きていきたい。つるちゃんの話

は、自分いがい家族が死んで、家ぞ

くがいなくなったからかなしいと思

うからこんな目にはあいたくない

と思った。（５年） 

 つるちゃんは家ぞくがいなくな

ってかわいそうだった。戦そうは人

の命をかんたんにおとしているし、

戦そうはかなしくて、つらくて、お

そろしいとわかった。 

（５年） 

 ぼくは今日の平和集会をとおし

て、これからどうやったら戦争をな

くしていけるかをちゃんと考えよう

と思いまいました。（５年） 

 つるちゃんという話で、目の前で

家ぞくやしんせきが死んでいくの

がとてもつらいと思いました。メッ

セージでりょう目で見みれないほ

どのけしきっていう一言がとてもつ

らいんだなぁと思いました。自分で

せんそうを起こさないように、ケン

カをしないように心がけていきた

いと思いました。（５年） 

平和集会をとおして、平和なのは

当り前じゃなくて、1人 1人が支えて

いることがわかりました。78 年前は

今あたり前のことがあたり前にでき

なくて、家ぞくが死んでしまったり、

じゅうぶんにごはんが食べられな

ないことがあって、今じゃありえな

いばくだんが落ちてきたりして命を

落としてしまうことがあることが分

かりました。（６年） 

ひとりぼっちのつるちゃんのつら

い悲しい思いはどんだけの思いだ

ったのか、想像ができないほど、つ

らい話だな思いました。こんな思い

を二度とさせないために、まず、私

達のできることからしようと思いま

した。ケンカはしないなど、おたが

いを理解しあうなどの小さいこと

からどんどんやっていこうと思いま

した。私達は、戦争を体験していな

いからこそ、これから戦争について

詳しく学んで、後の世代に伝えてい

くことを今生きている私達がしな

いといけないと思いました。 

（６年） 

戦争はどれだけ悲惨なのかを知

った。戦争が起こるとあたり前のこ

とが一変し、家族、関係ない人々ま

でもが 4 人に 1人もなくなってしま

った。戦争の悲惨さは、戦争を体験

していないぼくたちが語りついで

いかなければならない。「国際理

解・国際親善」を習った今、国と国と

の争いを止めることができるかも

しれない。たとえ一人で止められな

くてもみんなが戦争の悲惨さを知

り、一人一人が戦争のことを知った

ら、戦争を止めることができるかも

しれない。それを語るのが戦争を学

び、戦争を知った、ぼくたちにでき

ることだと思います。だから次の世

代に伝えていきます。 

（６年） 

今日の戦争の絵本で、つるちゃん

はまだ２年生なのに戦争を体験し

ていて、こわかっただろうなと思い

ました。アブチラガマを見学した

時、あんなせま苦しいところで過ご

さないといけないと殺されると思

うと、さらにこわさが増しました。戦

争は人が人を殺すということを知

りました。今後も戦争について、自

分から学んで、戦争のおそろしさを

みんなに伝えていきたいなと思い

ました。（６年） 

平和集会だけでなく、アブチラガ

マ見学でも実際に見たり、体験した

ことで当時の沖縄戦がどれだけ悲

さんなことだったのか、おそろしい

ことだったのかがよく分かりまし

た。私たちは実際に戦争をたいけん

したわけではないけれど、今、世界

のどこかで沖縄戦のようなできご

とが起きていて、戦争のせいで苦し

んだり、悲しんだりしている人たち

がいるということも忘れてはいけ

ないなと思いました。私の住む沖縄

で、本当にあった戦争、「沖縄戦」の

ことを、これからの世代にも未来に

つなげていってほしいと思いまし

た。これからも「戦争と平和」につい

て考えていき、伝えていきたいで

す。（６年） 

私達６年生は平和集会だけでな

く「生きろ」というドラマを見たり、

アブチラガマに実際に入って体験

したりしてきました。アブチラガマ

では足場は悪いし暗いし、いろんな

音もすぐひびきわたるのでとても

こわい所でした。でも戦争の時はこ

んな暗くてこわい所でもにげてく

る場所、少しでも安心できる場所と

して使われたんだと思うと想像で

きないくらい戦争はおそろしい、こ

わいことだったんだと分かりまし

た。（６年） 


